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プロジェクト名称 

すみだの‘巣’づくりプロジェクト 

 

プロジェクト活動概要

下町情緒あふれる墨田区は、路地文化が今なお残る貴重なものである一方、老朽化した木造建築物が密

に建ち並び災害の危険性が高い地域も存在します。私たちは「防災」という地域の共通課題をきっかけに

すみだのまちの魅力を守りながら、福祉・医療、地域住民、商店街など多くの人と連携し、様々なつなが

りをつくる学生らしいまちづくりを行っていきます。 

 

プロジェクト終了後に目標とする成果・結果 / その進捗

① 「地域・つながりを見える化」を行うため、ホームページを作成し、協力団体などの見える化を行

い、新たな連携や他地域への展開を目指す。 

⇒ 現在、後述する「防災ものづくり」の広告用 WEB ページを、WEB の専門家からアドバイスを

頂きながら作成しており、本プロジェクトの WEB ページもそのノウハウを生かして作成しま

す。またその WEB ページを使用し、協力団体などの見える化を図ります。 

② イベント参加者 200 人以上に対し「防災意識、まちづくり意識」に関するアンケート調査を行い、

「地域の防災意識、まちづくり意識の向上度」を 90％以上とする。 

⇒ 120 人にアンケートを実施しそのうち 99％に「防災意識が向上した」と回答していただきまし

た(10 月末現在)。これからも引き続きイベントと調査を行っていきます。 

③ NPO・企業と連携した防災ものづくりの試作品活用し、ビジネスモデルの体制、販売計画を行い、

一部で販売を行う。 

⇒ ANA が運営するクラウドファンディング Wonderfly にて、PRIZE WINNER 賞を受賞しまし

た。今後、プロトタイプ作製に進み、サポートを募りながら事業化・製品化を目指します。 

 

活動状況報告＆活動写真           活動期間：2017 年 6 月 1 日 ～10 月 31 日

■ 防災教育   

災害に備えてもらうため防災教育活動を行いました。今年度は特に、江東区で開催された｢わんぱく

防災フェスタ｣のような墨田区の枠を超えた活動も行い、より広域的に防災意識を高められました。 

 ５/27 むすび塾への参加＠墨田区曳舟 

⇒ 河北新報社、曳舟中町会、東向二四地区まちづくりを考える会、杉の子学園保育所、墨田区社

会福祉協議会、墨田区ボランティアサークル連絡会、東京土建墨田支部ハンマーズ、墨田区防

災課等 

河北新報・東京新聞が主催する防災・減災ワークショップ「むすび塾」に参加しました。幼稚園児

と避難場所まで避難する訓練をした後、地域住民と専門家でワークショップを行いました。 

 7/16 わんぱく防災フェスタ＠江東区木場公園 

⇒ (公財)東京都公園協会 

災害時必要な道具をクイズ形式で出題し実物を選んで答えるゲームを行いました。身近な道具の有

用性をお子さんから、その親御さんまで幅広く防災知識を伝えることができました。 
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 8/10,24 宿題 DAY（夏）＠墨田区ふじのきさん家 

⇒ (NPO)燃えない壊れないまち・すみだ支援隊 

地域の寄り合い処｢ふじのきさん家｣にて子ども達に宿題を教えるイベントを実施しました。同時

に、自由研究に活用できる防災に関する実験を行いました。子どもたちと対話しながら防災につい

て学びました。 

 9/12 見守り DAY＠墨田区ふじのきさん家 

⇒ 和洋女子大学、むこうじま高齢者みまもり相談室など 

和洋女子大学主催の保存食を使った料理企画と併せて、避難時に役立つ持ち物についてのゲームを

行いました。小さい子からお年寄りまでが参加し、みんなで話し合いながら災害に備える意識を高

めました。 

 

■ 10/28 防災遠足＠墨田区曳舟 

⇒ むこうじま高齢者みまもり相談室、 (公財) 東京都公園協会、(株) 高久産業、早稲田大学長谷

見研究室、白鬚東地区自治会連合会、すみだケアマネジャー連絡会等 

防災遠足は避難場所まで歩き、避難場所と避難行動の確認をするとともに、まちの魅力を再発見するイ

ベントです。今回は「地域を知り、自分を知り、防災を知る『防災遠足』」というテーマで開催しまし

た。当日は１~82 歳までの地域住民、福祉関係者、看護師、高校生など総勢 83 人が参加。遠足を通し

て楽しく、非常に意味のあるイベントになりました。また、今年度は運営会議方式を取り、4 月より月

に一度程度運営会議を開催し、地域の関係・協力団体 16 団体と連携しながら、運営・実施し、昨年度

よりも多くの方々に参加いただくことができました。 

 

■ コミュニティ 

地域住民間のつながり構築のため、コミュニティ活動を実施しました。１０月まででは盆踊りへの

参加とお菓子作り企画を実施しました。 

 8/5,7 東向島二丁目町会盆踊りへの参加 

⇒ 東向島二丁目町会＠墨田区曳舟 

東向島二丁目町会盆踊りの屋台のお手伝いをしました。屋台の運営や盆踊りに参加したことで町会

の方や住民の方と交流することができました。 

 

 9/9 ふじのき企画第 2 弾「岩手のお袋の味がんづきをつくろう」＠墨田区ふじのきさん家 

⇒ (NPO)燃えない壊れないまち・すみだ支援隊 

地域の寄り合い処｢ふじのきさん家｣で岩手県のお袋の味であるお菓子「がんづき」（黒糖蒸しパン）

を地域住民と作りました。また、蒸している間に防災に関するクイズを出題して、参加者と交流し

ました。 

 

■ 防災ものづくり  

⇒ (NPO)燃えない壊れないまち・すみだ支援隊、すみだクリエイターズクラブ、株式会社トライ

ワープ等 

防災ふろしきは防災マップを難燃性や撥水性の布に印刷したもので、日常時には風呂敷として使用

でき、災害時には地図を見て避難できる防災グッズです。4 月から情報整理や販売方法など企画の

基礎となる部分について話し合いを重ねてきました。 
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そして 9 月に ANA が運営するクラウドファンディング Wonderfly にて、114 作品中の 8 作品に

選ばれ、PRIZE WINNER 賞を受賞しました。今後、プロトタイプ作製に進み、サポートを募りなが

ら事業化・製品化を目指します。 

 
写真１:  わんぱく防災フェスタ     写真 2： 宿題 DAY（夏）    写真 3:みまもり DAY  

  

写真４・５: 防災遠足                写真６: 東向島二丁目町会盆踊り 

 

写真７: ふじのき企画         写真 8:ものづくり打ち合わせ  写真９: 防災ふろしき 

今後の活動計画、目標、意気込み

■ 防災教育 

 11 月 11 日開催される｢汐入・東白鬚防災まつり｣において園内防災設備ツアーを実施し、2018 年 2

月 10 日には子ども達に向けて防災教育を行う｢イザ！カエルキャラバン｣で本団体のブースを出展しま

す。今後も楽しく防災を学べる企画を行い防災意識向上に繋げていきます。 

■ 防災ものづくり 

12 月１8 日にクラウドファンディングが公開に向けて、防災ふろしきの細かいデザインや、商品を宣

伝するための HP の作成、どのような方をターゲットにして販売していくかなどを協力団体と連携して

進めていきます。 

■ コミュニティ 

ふじのきさん家で開催されるたまかわマルシェへの参加や、墨田区内の商店街を対象に大学生が提案

を行う商店街シンポジウムに参加することでさらなるつながりの構築を目指します。 

今後も多くの協力団体とともに、「防災」というテーマでまちづくりを行っていきます。 


